

地区表彰実施要項
1. R･I及び地区の行う各種の表彰は、本要項により地区表彰委員会が選考して実施する。
2. 表彰委員会の構成はガバナー・ガバナーエレクト及び各ガバナー補佐を以て構成する。
＜R･I表彰＞
「意義のある実績表」の該当クラブ。手続要覧「クラブの意義ある実績の表彰」の項による。
＜地区表彰＞
1) 　奉仕活動優秀クラブ及びロータリアン
2) 　会員増強優秀クラブ
3) 　出席成績優秀クラブ及び100％出席ロータリアン
4) 　週報努力クラブ
5) 　ロータリー財団寄付成績優秀クラブ及びロータリアン
6) 　米山記念奨学会寄付成績優秀クラブ及びロータリアン
7) 　国際奉仕プロジェクト基金(旧：WCS･アジア献金) 寄付優秀クラブ
8) 　長寿ロータリアン
9) 　その他委員会で適当と認められたもの
3. 表彰基準

1) 　奉仕活動優秀クラブ及びロータリアン
1 クラブ表彰
地区表彰委員会は、当年5月末日までにガバナー補佐を通じて各分区内から奉仕活動優秀
クラブを推薦させ、審査の上各部門に於いてそれぞれ最も優れたクラブ一つずつを決定し、
バナー等を授与して表彰する。但し、継続事業については5年を目途に表彰する。
2 ロータリアン表彰
表彰者の決定は前項に準ずるが、表彰に際しては表彰状に添えて記念品を授与する。
ガバナー補佐またはクラブ会長が表彰を申請するに当たっては、その業績の優秀性を
判定できる文章を必ず添付するものとする。
2) 　会員増強優秀クラブ
前年度中に於ける会員の純増加数が５名以上、または増加率が10％以上のクラブとする。
(同率の場合は同順位とする)    表彰クラブにはバナー・楯等を授与する。
3) 　出席成績優秀クラブ及び100％出席ロータリアン
1 クラブ表彰
前年度中の出席率上位から第5位までのグラフ(同率の場合は同順位とする)平均下限出席率95％とする。表彰クラブにはバナー・楯等を授与する。
2 100％出席ロータリアン表彰
出席連続100％表彰は10年 ･20年･30年･40年･45年･50年とし各々バッチを授与する。

尚、55年以上については毎年表彰とし、各々バッチを授与する。
連続100％出席、通算100％出席表彰者は、年数計算についての基準を下記の通りとする。

a. 計算時点は毎年6月30日とし表彰は翌年度の地区大会等に於いて行う。

b. 入会した年に限り6月30日現在まで出席者を満1年未満であっても1年として計算する。
4) 　週報努力クラブ
　　　　　例会毎に発行するもので、その編集に当たって工夫と努力が認められるクラブにバナー等を授与する。

5) 　ロータリー財団寄付成績優秀クラブ及びロータリアン
1 クラブ表彰
　　当該年度の年次基金・一人当たりの寄付額が多い順に上位から第5位までのクラブ。
(同率の場合は同順位)
　　表彰クラブにはバナー・楯等を授与する。
2 ロータリアン（新ＰＨＦ）表彰
表彰ロータリアンは当該年度の新ＰＨＦ会員とする。

　　　③ロータリアン表彰

累計財団寄付額5,000ドル毎に寄付者を表彰する。
ロータリアンには記念品を授与する。

6) 米山記念奨学会寄付成績優秀クラブ及びロータリアン
1 クラブ表彰
当該年度の1人当り寄付金額（年間の寄付額を6月末現在の会員数で除した金額）の多いクラ
ブから3位までを寄付成績優秀クラブとする。表彰クラブにはバナー・楯等を授与する。
2 ロータリアン（新米山功労者）表彰
成績優秀ロータリアンは当該年度の新米山功労者会員とする。
　③ロータリアン表彰

累計米山寄付額60万円毎に寄付者を表彰する。
ロータリアンには記念品を授与する。
7) 国際奉仕プロジェクト基金寄付優秀クラブ
当該年度の一人当り寄付金額（年度の寄付金額を６月末現在までの会員数で除した金額）の多いクラブから5位までを寄付優秀クラブとする。
表彰クラブには、バナー・楯等を授与する。
8) 長寿ロータリアン
当該年度６月末日までに満80歳及び90歳に達したロータリアンに記念品を贈呈する。
4. 上記各種表彰は、地区大会または地区研修・協議会等に於いて実施する。
5. 本実施要項の改廃は、地区表彰委員会が発議し地区諮問委員会に諮問のうえ、地区大会決議で決定する。
（附　則）

1． この規定は、1995年7月1日より改定施行する。

2． この規定は、2009年10月23日より改正施行する。

3． この規定は、2016年7月1日より改正施行する。

4． この規定は、2017年1月1日より改正施行する。
5． この規定は、2017年7月1日より改正施行する。

